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学
校
か
ら
地
域
そ
し
て
未
来
へ

　

 
―
小
学
校
・
第
６
学
年
「
つ
な
が
ろ
う
～
ア
ー
ト
を
通
し
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広
が
る
世
界
・
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き
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任
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長
岡
市
立
上
組
小
学
校
で
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実
践
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こ
）　
新
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附
市
立
名
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〈
概
要
〉

　

前
任
校
の
長
岡
市
立
上
組
小
学
校
で
は
、
美
術
教
育
を
中

核
に
学
校
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、第
６
学
年
は「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
お
い
て
も
、
年
間
を
通
じ
て
「
子

ど
も
学
芸
員
活
動
」
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

子
ど
も
た
ち
は
第
６
学
年
ま
で
に
、
地
域
と
連
携
し
た
活

動
を
多
数
経
験
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
表
現
及
び
鑑
賞
の

活
動
に
対
し
て
抵
抗
を
見
せ
る
子
ど
も
は
少
な
い
。し
か
し
、

と
も
す
る
と
教
師
主
導
の
活
動
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
自
身

が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
、
活
動
を
進
め
よ
う
と
す
る
態
度

に
弱
さ
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生

か
し
な
が
ら
自
信
を
も
っ
て
、
主
体
的
に
関
わ
る
態
度
を
育

て
た
い
と
考
え
た
。

　

ま
た
、
準
備
に
追
わ
れ
、
第
６
学
年
の
取
組
の
詳
細
が
他

学
年
に
伝
わ
り
に
く
い
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
総

時
数
が
70
時
間
に
削
減
さ
れ
た
、
校
内
に
図
工
専
科
の
職
員

が
い
な
い
と
い
っ
た
前
年
度
ま
で
の
課
題
も
あ
っ
た
。今
後
、

誰
が
担
当
し
て
も
活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
年
間
活
動
計
画
の
ス
リ
ム
化

を
心
掛
け
た
。

　

具
体
的
に
は
、
同
一
作
品
を
場
所
を
変
え
て
複
数
回
展
示

し
た
。
ま
た
、
図
画
工
作
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
国
語
、
さ

ら
に
は
学
校
行
事
と
の
関
連
を
図
る
こ
と
で
、
時
数
を
確
保

し
た
。
何
よ
り
、
保
護
者
、
地
域
の
方
々
と
連
携
を
図
る
こ

と
で
、
活
動
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し

て
、
活
動
を
進
め
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
も
「
地
域
」

と
「
未
来
」
と
い
う
二
つ
の
テ
ー
マ
が
浮
か
び
上
が
り
、
一

つ
一
つ
の
活
動
を
結
び
付
け
て
い
っ
た
。

　

活
動
の
三
つ
の
柱
で
あ
る
校
内
美
術
館「
こ
だ
ま
美
術
館
」

で
の
企
画
展
、
地
域
で
の
企
画
展
、
新
潟
県
立
近
代
美
術
館

で
の
鑑
賞
活
動
、
そ
れ
ぞ
れ
で
繰
り
返
し
子
ど
も
学
芸
員
活

動
を
行
う
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
主
体
的
に
活
動
を
進
め
、

関
わ
る
態
度
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
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８
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催
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９
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年
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２
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３
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終
わ
り
に
～
研
究
の
成
果
と
課
題
～

　
　
（
１
）
よ
り
主
体
的
に
～
学
校
そ
し
て
地
域
か
ら
未
来
へ
～

　
　
（
２
）
平
成
26
年
度
の
取
組

１　

は
じ
め
に

　
　

～
研
究
の
背
景
と
目
的
～

（
１
）
長
岡
市
立
上
組
小
学
校
に
つ
い
て

　

平
成
23
～
25
年
度
の
３
年
間
勤
務
し
た
長
岡
市
立

上
組
小
学
校
は
、
昭
和
年
代
か
ら
美
術
教
育
を
中
核

に
学
校
運
営
が
な
さ
れ
て
い
る
。
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
に
も
、育
て
た
い
子
ど
も
の
姿
の
一
つ
と
し
て「
美

し
い
も
の
や
よ
さ
を
感
じ
取
り
、
自
分
の
思
い
を
表

現
で
き
る
よ
う
に
す
る
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
中

越
美
術
教
育
研
究
会
の
事
務
局
も
設
置
さ
れ
て
お

り
、
美
術
教
育
に
お
い
て
地
域
の
中
心
校
と
し
て
の

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　

特
に
、
平
成
11
年
度
よ
り
開
催
さ
れ
た
「
こ
だ
ま

美
術
館
」
で
は
、「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
創

設
と
と
も
に
、
創
意
工
夫
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
教

育
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
第
６
学
年
を
中
心
に

企
画
・
運
営
さ
れ
る
「
こ
だ
ま
美
術
館
」
で
の
活
動

は
近
年
、
全
国
的
に
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。
平
成

23
年
度
に
は
日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会
・
新
潟
支
部

の
「
特
色
あ
る
教
育
実
践
校
・
園
『
優
良
賞
』」、
平

成
26
年
度
に
は
時
事
通
信
社
の
「
第
29
回
教
育
奨
励

賞
『
優
良
賞
』」
を
受
賞
し
た
。

（
２
）
長
岡
市
立
上
組
小
学
校
に
お
い
て

　

平
成
23
～
25
年
度
に
第
４
～
６
学
年
と
通
称
「
あ

お
ぞ
ら
学
年
」
の
学
級
担
任
を
務
め
た
。
平
成
24
・

25
年
度
に
は
研
究
主
任
及
び
「
総
合
的
な
学
習
の
時

間
」
主
任
も
務
め
た
。
そ
の
た
め
、
平
成
25
年
度
に

は
、
第
６
学
年
担
任
・
研
究
主
任
・「
総
合
的
な
学
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習
の
時
間
」
主
任
と
し
て
、
美
術
教
育
を
中
核
と
し

た
教
育
活
動
を
進
め
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
３
年
間
は

中
越
美
術
教
育
研
究
会
の
事
務
局
員
も
務
め
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
こ
れ
ま
で
、地
域
の
環
境
を
学
び
、

地
域
の
方
々
と
交
流
し
、
地
域
と
連
携
し
た
活
動
を

多
数
経
験
し
て
き
た
。
ま
た
、
表
現
及
び
鑑
賞
の
活

動
に
対
し
て
抵
抗
を
見
せ
る
子
ど
も
が
少
な
い
。
日

常
的
に
様
々
な
材
料
に
ふ
れ
、
様
々
な
技
法
を
試
す

経
験
を
重
ね
る
こ
と
で
、
関
心
や
意
欲
が
育
ま
れ
て

き
た
も
の
と
考
え
る
。
伝
統
的
に「
こ
だ
ま
美
術
館
」

な
ど
で
鑑
賞
活
動
を
行
う
第
６
学
年
の
子
ど
も
た
ち

の
姿
を
見
て
い
る
こ
と
も
大
き
い
。
し
か
し
、
と
も

す
る
と
教
師
主
導
の
活
動
に
な
り
、
子
ど
も
た
ち
自

身
が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
も
、
活
動
を
進
め
よ
う
と

す
る
態
度
に
弱
さ
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
生
か
し
な
が
ら
自
信
を
も
っ
て
、
主

体
的
に
関
わ
る
態
度
を
育
て
た
い
と
考
え
た
。

 　

○ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・
運
営
を
通
し
て
、

主
体
的
、
創
造
的
、
協
同
的
に
取
り
組
む
態

度
を
育
て
る
。

 　

○ 

地
域
の
方
々
や
表
現
活
動
に
関
わ
る
方
々
、

作
品
な
ど
の
多
く
の
人
や
も
の
、
こ
と
と
の

ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
そ
れ
ら
と
つ
な
が
り
、

自
分
の
生
き
方
を
考
え
よ
う
と
す
る
態
度
を

育
て
る
。

　

活
動
内
容
は
大
き
く
三
つ
に
分
か
れ
る
。
平
成
25

年
度
は
、
活
動
の
関
わ
ら
せ
方
に
特
に
配
慮
す
る
。

　

①
「
こ
だ
ま
美
術
館
」
で
の
企
画
展

　
　
及
び
子
ど
も
学
芸
員
活
動

　

校
内
美
術
館
「
こ
だ
ま
美
術
館
」
に
お
い
て
、
企

画
展
及
び
子
ど
も
学
芸
員
活
動
を
行
う
。
ど
の
よ
う

な
テ
ー
マ
や
内
容
で
、
ど
の
作
家
や
作
品
を
取
り
上

げ
る
か
な
ど
、子
ど
も
た
ち
と
話
し
合
っ
て
決
め
る
。

役
割
分
担
は
、
第
６
学
年
３
学
級
合
計
94
名
の
子
ど

も
が
、
運
営
部
・
開
会
式
部
・
広
報
部
・
学
芸
部
・

展
示
部
の
中
か
ら
一
人
一
役
を
担
い
活
躍
で
き
る
よ

う
に
す
る
。
館
長
と
副
館
長
、
各
部
の
リ
ー
ダ
ー
も

決
め
る
。
特
に
、学
芸
部
は
子
ど
も
学
芸
員
を
務
め
、

作
品
の
解
説
や
企
画
展
全
体
の
説
明
を
行
う
。

　

②
地
域
で
の
企
画
展
及
び
子
ど
も
学
芸
員
活
動

　

学
区
は
比
較
的
広
く
、
駅
前
商
店
街
や
新
興
住
宅

地
、
田
園
地
域
な
ど
様
々
な
地
域
が
混
在
し
て
い

る
。
摂
田
屋
地
区
に
は
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
る
歴
史
的
建
造
物
が
あ
る
。
平
成
21
年

度
に
は
駅
前
商
店
街
の
一
角
に
「
Ａ
Ｐ
Ｍ
秋
山
孝
ポ

ス
タ
ー
美
術
館
長
岡
」
が
開
館
し
た
。
多
摩
美
術
大

学
教
授
で
も
あ
る
秋
山
孝
先
生
が
卒
業
生
と
い
う
こ

と
で
、
平
成
12
年
度
に
「
こ
だ
ま
美
術
館
」
で
企
画

展
が
開
催
さ
れ
、
近
年
で
は
美
術
館
や
そ
の
周
辺
で

企
画
展
を
行
う
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。
平
成
25
年
度

は
年
間
を
通
じ
て
地
域
の
美
術
館
と
連
携
を
図
っ
て

活
動
す
る
。
ま
た
、
駅
前
商
店
街
の
活
性
化
を
図
ろ

う
と
、
地
域
で
行
わ
れ
る
「
お
っ
こ
こ
市
」
に
合
わ

せ
て
、
こ
れ
も
近
年
、
企
画
展
を
行
っ
て
い
る
。
平

成
25
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
地
域
と
の
関
わ
り
を
生
か

し
、
駅
前
商
店
街
は
も
と
よ
り
美
術
館
、
さ
ら
に
は

摂
田
屋
地
区
に
ま
で
規
模
を
広
げ
、
地
域
で
の
企
画

展
を
開
催
す
る
。

　

③
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
で
の

　
　
鑑
賞
活
動
及
び
子
ど
も
学
芸
員
活
動

　

市
内
に
あ
る
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
の
「
出
前
講

座
」
と
し
て
、
学
芸
員
の
方
か
ら
来
校
し
て
い
た
だ

き
、
鑑
賞
に
つ
い
て
学
ぶ
。
子
ど
も
た
ち
は
ス
ラ
イ

ド
を
介
し
て
対
話
型
鑑
賞
を
体
験
す
る
。
そ
の
後
、

校
外
学
習
で
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
を
見
学
し
、
美

術
館
と
い
う
場
で
本
物
の
作
品
を
前
に
、
学
芸
員
の

方
々
と
対
話
型
鑑
賞
を
体
験
す
る
。
さ
ら
に
、
新
潟

県
立
近
代
美
術
館
に
お
い
て
、
子
ど
も
学
芸
員
活
動

を
行
う
。
こ
う
し
た
活
動
も
近
年
続
け
て
行
わ
れ
て

い
た
が
、
平
成
25
年
度
に
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
は

開
館
20
周
年
を
迎
え
る
。そ
の
節
目
に
二
度
に
渡
り
、

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
を
鑑
賞
す
る
。
特
に
、「
開
館
20

周
年
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
は
県
内
関
係
作
家
の
作
品

が
多
く
展
示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
子
ど
も
学
芸
員
活

動
の
集
大
成
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
る
。

２　

研
究
の
内
容
と
方
法

（
１
）
三
つ
の
柱

　

ま
ず
、
年
度
当
初
に
各
学
年
で
「『
総
合
的
な
学

習
の
時
間
』
年
間
活
動
計
画
」
を
作
成
す
る
。
そ
の

際
、
前
年
度
末
に
振
り
返
っ
た
成
果
と
課
題
を
基
に

見
直
し
を
行
う
。
さ
ら
に
、
校
内
研
修
と
し
て
各
学

年
の
計
画
を
説
明
し
合
い
、
各
学
年
や
教
科
・
領
域

と
の
関
連
や
系
統
性
な
ど
を
検
討
す
る
。
第
６
学
年

は
、
平
成
25
年
度
の
年
間
テ
ー
マ
を
「
つ
な
が
ろ
う

～
ア
ー
ト
を
通
し
て
広
が
る
世
界
・
広
が
る
生
き
方

～
」
と
し
た
。
目
標
は
次
の
２
点
で
あ
る
。
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（
２
）
平
成
25
年
度
に
特
に
配
慮
す
る
こ
と

　

①
子
ど
も
主
体
の
活
動
を

　

前
年
度
ま
で
の
成
果
と
課
題
を
踏
ま
え
た
上
で
、

「
あ
お
ぞ
ら
学
年
」
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を

行
っ
て
い
く
か
。
計
画
す
る
際
に
は
、
何
よ
り
も
子

ど
も
主
体
の
活
動
に
な
る
よ
う
に
考
え
る
。
子
ど
も

た
ち
の
発
言
や
学
習
プ
リ
ン
ト
に
書
か
れ
た
意
見
を

可
能
な
限
り
取
り
入
れ
る
よ
う
に
心
掛
け
る
。
一
つ

の
活
動
が
終
わ
る
度
に
、「
改
め
て
行
っ
て
み
た
い

こ
と
」
を
問
い
掛
け
、
次
の
活
動
に
反
映
さ
せ
る
。

　

②
よ
り
広
い
連
携
と
発
信
を

　

と
も
す
る
と
準
備
に
追
わ
れ
、
第
６
学
年
の
取
組

の
詳
細
が
他
学
年
に
伝
わ
り
に
く
い
と
い
う
前
年
度

ま
で
の
課
題
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
他
学
年
の
子
ど

も
や
保
護
者
、
職
員
に
向
け
て
、
活
動
ご
と
に
ポ
ス

タ
ー
や
チ
ラ
シ
、
放
送
で
取
組
を
知
ら
せ
る
よ
う
に

心
掛
け
る
。
地
域
に
向
け
て
も
、
ポ
ス
タ
ー
や
チ
ラ

シ
を
回
覧
す
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
早
め
に
計
画
的

に
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。

　

③
ス
リ
ム
化
及
び
時
数
の
確
保
を

　
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
総
時
数
が
70
時
間
に

削
減
さ
れ
た
。
ま
た
、
校
内
に
図
工
専
科
の
職
員
は

い
な
い
。
今
後
、
誰
が
担
当
し
て
も
活
動
を
継
続
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と

な
る
年
間
活
動
計
画
の
ス
リ
ム
化
を
心
掛
け
る
。
具

体
的
に
は
、
同
一
作
品
を
場
所
を
変
え
て
複
数
回
展

示
す
る
。
ま
た
、
他
教
科
・
領
域
、
さ
ら
に
は
学
校

行
事
と
の
関
連
を
図
る
こ
と
で
、
時
数
を
確
保
す
る
。

平成２５年度　　総合的な学習の時間　年間活動計画（案） 6 学年　 長岡市立上組小学校

総時数

4 5 7・８ 9 10 11 12 1 2 3

ぼくのわたしの
夢の家

おっここ市準備

★
情
報
の
収
集

☆
蓄
積
の
方
法

☆イメージマップ
☆活動記録カード
☆振り返りカード

主
な
支
援
者

県立近代美術館
学芸員

他
教
科

と
の
関
連

図「伝え合って」
国「卒業レポートを
　　書こう」

図「表し方を
　　 くふうして」
◎統計グラフ
　 コンクール

国「インターネット・
　　 コミュニケー
　　 ション」

国「メディアリテラ
 　　シー入門」
国「パネルディスカッ
　　 ションをしよう」

図「版を生かして」
国「学校に
　　 ありがとう」
図「版を生かして」

国「卒業レポート
　　 を書こう」

家「成長した
　　 わたしたち」
道「卒業まで
　　 五十日」

評
価

規
準

【関心】【思考】
【表現】

【関心】【解決】
【思考】
【表現】

目標

第Ⅰ期（４３時間）

【総合的な思考・判断，知識・理解】

実施月

オリエンテーション
活
動
内
容

具
体
的
な
プ
ラ
ン

【問題を解決する力】

【表現する力】

【関心】【思考】【解決】【表現】

6

地域を歩く（作家または人生の達人探し・
地域スケッチ）・芸術祭作品製作

秋山孝ポスター美術館学芸員
県立近代美術館学芸員

高田建築の方々
宮内商店街の方々

地域の方々

秋山孝ポスター
美術館見学

県立近代
美術館・
出前講座

つながろう～アートを通して広がる世界・広がる生き方～

【対象・活動への関心・意欲・態度】

年間テーマ
・友達とアイディアを出し合いながら，主体的，創造的，協同的にプロジェクトを企画・運営しようとする
　態度。
・地域の方々や表現活動に関わる方々，作品などを大切にしながら活動を進める中で，自分の生き方
　を考えようとする態度。

★美術館見学　★取材・インタビュー　★インターネット　★図書資料
　☆鑑賞カード　☆活動記録カード　☆振り返りカード

・プロジェクトの企画・運営，地域の方々や表現活動に関わる方々とふれあう活動を通して，作品や
　作家の思いを感じ取ったり，自分の生き方について考えたりする力。

・友達，地域の方々や表現活動に関わる方々，作品など，自分から多くの人やもの，ことと関わる力。
・作品を鑑賞して感じたことや伝えたい地域の魅力，活動に対する思いなどを表現する力。

○　地域の方々や表現活動に関わる方々，作品などの多くの人や
　もの，こととのふれあいを通して，それらとつながり，自分の生き
　方を考えようとする態度を育てる。

70時間

キッザニア
東京

県
立
近
代
美
術
館

学
芸
員

（
開
館
二
十
周
年
記
念

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展

）

身に付けたい
力

○　プロジェクトの企画・運営を通して，主体的，創造的，協同的に
　取り組む態度を育てる。

第Ⅱ期（２７時間）

活
動
の
ま
と
め
準
備

国立西洋
美術館
学芸員

こだま美術館
企画展①

（風鈴または家）

県立近代美術館
常設展鑑賞

（開館２０周年記念
コレクション展）

こ
だ
ま
美
術
館

企
画
展
②

（
作
家
ま
た
は

看
板

）

県
立
近
代
美
術
館

作
品
調
べ

県
立
近
代
美
術
館

学
芸
員
準
備

こだままちかど美
アートフェスタ

準備

こだままちかど美
アートフェスタ

おっここ市

企
画
展
②
準
備

国「推薦します。
　　 人生の達人」
図「表し方を
　　 くふうして」

企
画
展
①
準
備

芸術祭作品製作

・それぞれのプロジェクトで課題を見付け，それらを主体的に解決しようとする力。

活
動
発
表
会

秋山孝ポスター美術館学芸員
県立近代美術館学芸員

高田建築の方々
宮内商店街の方々

地域の方々

国立西洋
美術館

江戸風鈴制作

看板
チェック

東京スケッチ

時数 ３ ６ ８ ８ 1０ ８ ６ ６ ５８ ２
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３　

研
究
の
実
際
及
び
考
察　

　
　
＊
こ
：
こ
だ
ま
美
術
館
／
地
：
地
域

　
　
　
　
新
：
新
潟
県
立
近
代
美
術
館

（
１
）
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
（
４
月
）

　

平
成
25
年
４
月
。
学
年
合
同
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
行
い
、
前
年
度
の
計
画
を
基
に
、
特
に
行
っ
て

み
た
い
こ
と
を
話
し
合
っ
た
。子
ど
も
た
ち
か
ら
は
、

次
の
よ
う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

○ 

子
ど
も
学
芸
員
活
動
・
○
○
ア
ー
ト
・
工
作
・

ポ
ス
タ
ー
・
鑑
賞
活
動
・
図
工
作
品
を
校
内

に
飾
る
・
一
人
一
人
で
作
文
を
書
い
た
り
工

作
を
し
た
り
し
て
、
地
域
と
協
力
し
て
ア
ー

ト
を
完
成
さ
せ
る
な
ど
。

　

前
年
度
ま
で
の
活
動
に
似
た
意
見
が
ほ
と
ん
ど
で

あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
の
間
に
活
動
が
浸
透
し
て
い

る
と
言
え
る
が
、「
あ
お
ぞ
ら
学
年
」
と
し
て
の
独

自
性
を
ど
う
打
ち
出
す
か
が
早
く
も
課
題
と
な
っ

た
。

　
「
Ａ
Ｐ
Ｍ
秋
山
孝
ポ
ス
タ
ー
美
術
館
長
岡
」（
含
：

高
田
建
築
事
務
所
）
と
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
、
駅

前
商
店
街
と
も
、
ど
ん
な
活
動
が
可
能
で
あ
る
か
、

年
度
始
休
業
中
に
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
い
た
。
そ

れ
ぞ
れ
、
で
き
る
だ
け
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
尊
重

し
た
い
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
子
ど
も
た
ち

の
意
見
と
打
ち
合
わ
せ
内
容
を
反
映
さ
せ
、
４
月
中

に
は
計
画
を
ほ
ぼ
完
成
さ
せ
た
。

（
２
）「
Ａ
Ｐ
Ｍ
秋
山
孝
ポ
ス
タ
ー
美
術
館
長
岡
」

　
　

見
学
（
５
月
―
地
①
）

　

早
速
、
学
年
合
同
で
美
術
館
を
見
学
す
る
校
外
学

習
を
行
っ
た
。
存
在
は
知
っ
て
い
た
も
の
の
初
め
て

訪
れ
た
子
ど
も
が
多
く
、美
術
館
に
足
を
踏
み
入
れ
、

そ
の
静
謐
な
空
間
に
息
を
呑
ん
だ
。
同
時
期
に
「
秋

山
孝
が
選
ん
だ
30
の
金
言
・
高
田
清
太
郎
の
建
築
デ

ザ
イ
ン
哲
学
展
」
が
開
催
さ
れ
て
い
た
。
当
日
は
、

学
区
に
あ
る
高
田
建
築
事
務
所
の
社
長
・
高
田
清
太

郎
氏
か
ら
直
接
お
話
を
伺
う
こ
と
も
で
き
た
。

　

見
学
後
、「
改
め
て
、
行
っ
て
み
た
い
こ
と
」
を

問
い
掛
け
た
と
こ
ろ
、「
秋
山
孝
先
生
の
作
品
を
見

て
み
た
い
」「
で
き
れ
ば
、
直
接
お
会
い
し
て
、
お

話
を
伺
い
た
い
」「
ポ
ス
タ
ー
を
つ
く
っ
て
み
た
い
」

と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
こ
う
し
た

意
見
を
校
内
の
芸
術
祭
に
合
わ
せ
て
開
催
す
る
「
こ

だ
ま
美
術
館
」
で
の
企
画
展
Ⅱ
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
た
。

　

当
日
、
お
話
の
中
で
学
芸
員
と
は
ど
ん
な
仕
事
か

を
子
ど
も
た
ち
に
尋
ね
ら
れ
た
。子
ど
も
か
ら
は「
絵

の
紹
介
」
と
い
っ
た
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
を

受
け
て
「
美
術
と
人
を
つ
な
ぐ
仕
事
」
と
話
さ
れ
て

い
た
。
美
術
品
を
守
る
た
め
の
仕
事
内
容
に
つ
い
て

も
お
話
い
た
だ
い
た
。
何
よ
り
ス
ラ
イ
ド
を
介
し
た

対
話
型
鑑
賞
に
お
い
て
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
意
見
を

引
き
出
し
、
ど
ん
な
考
え
も
受
け
止
め
る
こ
と
で
、

一
緒
に
よ
く
見
て
、
考
え
て
、
楽
し
む
こ
と
を
体
験

さ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
。

（
３
）「
出
前
講
座
」
受
講
（
５
月
―
新
①
）

　

新
潟
県
立
近
代
美
術
館
の
学
芸
員
の
方
を
講
師
に

お
招
き
し
、「
出
前
講
座
」
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

「
出
前
講
座
」
を
行
う
に
あ
た
り
、
前
年
度
同
様
、

講
話
で
は
な
く
子
ど
も
た
ち
と
や
り
と
り
を
し
な
が

ら
一
つ
一
つ
の
作
品
に
じ
っ
く
り
取
り
組
ん
で
進
め

た
い
と
の
お
話
を
い
た
だ
い
た
。
そ
れ
こ
そ
が
対
話

型
鑑
賞
の
要
と
な
る
。
さ
ら
に
、
学
芸
員
の
仕
事
内

容
の
お
話
も
し
て
い
た
だ
け
る
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

（
４
）「
20
周
年
記
念
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
鑑
賞

　
　
　
（
７
月
―
新
②
）

　

つ
い
に
、
校
外
学
習
で
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
を

訪
れ
、「
20
周
年
記
念
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」
を
鑑
賞

し
た
。
お
二
人
の
学
芸
員
か
ら
対
話
型
鑑
賞
を
行
っ

て
い
た
だ
い
た
。
時
期
を
調
整
し
、
初
め
て
の
「
こ

だ
ま
美
術
館
」
で
の
企
画
展
Ⅰ
及
び
子
ど
も
学
芸
員

活
動
目
前
に
対
話
型
鑑
賞
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
し
た
。
何
度
か
対
話
型
鑑
賞
を
体
験
し
て
き
た

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
は
次
々
と
意
見
が
出
さ

れ
た
。「
な
る
ほ
ど
ね
」「
そ
ん
な
ふ
う
に
も
見
え
る

ん
だ
ね
」
と
子
ど
も
同
士
が
対
話
し
て
い
た
。

（
５
）「
夏
は
こ
の
音
！
あ
お
ぞ
ら　

江
戸
風
鈴
展
」

　
　
　
（
７
月
―
こ
①
）

　
「
あ
お
ぞ
ら
学
年
」
が
初
め
て
「
こ
だ
ま
美
術
館
」

で
校
内
企
画
展
Ⅰ
を
開
催
し
、
子
ど
も
学
芸
員
活
動

を
行
う
。
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
踏
ま
え
つ
つ
、
よ
り
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広
い
連
携
と
時
数
の
確
保
を
両
立
す
る
た
め
に
、
ど

の
よ
う
な
テ
ー
マ
や
内
容
に
す
る
か
。
拠
り
所
は
や

は
り
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見
で
あ
っ
た
。
辿
り
着
い

た
の
は
、
６
月
の
宿
泊
体
験
教
室
で
製
作
し
た
江
戸

風
鈴
を
展
示
す
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
子
ど
も

た
ち
一
人
一
人
が
ガ
ラ
ス
を
吹
き
、
思
い
出
深
い
学

校
や
大
切
な
ふ
る
さ
と
に
ま
つ
わ
る
絵
を
描
い
て
、

世
界
で
一
つ
だ
け
の
風
鈴
を
完
成
さ
せ
て
い
た
。
企

画
展
Ⅰ
の
名
前
は
、子
ど
も
た
ち
か
ら
候
補
を
募
り
、

学
年
全
体
で
決
め
た
。
こ
だ
ま
美
術
館
・
第
30
回
企

画
展
は
、「
夏
は
こ
の
音
！
あ
お
ぞ
ら　

江
戸
風
鈴

展
」
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
高
田
建
築
事
務
所
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

風
鈴
を
木
の
実
に
見
立
て
て
展
示
す
る
た
め
の
木
を

廃
材
で
つ
く
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
学
級

１
本
ず
つ
、
風
鈴
の
木
を
依
頼
し
た
。
各
部
で
の
準

備
も
進
め
ら
れ
、運
営
部
は
受
付
の
練
習
を
行
っ
た
。

展
示
部
は
作
品
が
ガ
ラ
ス
製
と
い
う
こ
と
で
、
安
全

面
へ
の
配
慮
を
確
認
し
た
。
広
報
部
は
チ
ラ
シ
を
作

成
し
、
全
校
の
保
護
者
や
職
員
向
け
に
印
刷
・
配
布

し
た
。
学
芸
部
は
一
人
一
人
が
子
ど
も
学
芸
員
と
し

て
説
明
す
る
内
容
を
原
稿
に
ま
と
め
た
。
さ
ら
に
、

お
互
い
に
質
問
し
合
い
練
習
を
行
っ
た
。
そ
の
時
々

で
、
鑑
賞
者
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も

再
度
確
認
し
合
っ
た
。

　

開
催
初
日
。
開
会
式
部
担
当
が
司
会
進
行
し
、
子

ど
も
館
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を

行
っ
た
。
開
会
式
直
後
の
休
み
時
間
に
は
、
受
付
に

行
列
が
で
き
る
ほ
ど
、
他
学
年
の
子
ど
も
や
職
員
が

来
館
し
た
。
子
ど
も
学
芸
員
は
緊
張
し
つ
つ
も
、
自

分
の
風
鈴
を
示
し
な
が
ら
、
何
が
描
か
れ
て
い
る
か

を
説
明
し
た
り
、
な
ぜ
大
き
さ
が
一
つ
一
つ
違
う
の

か
と
い
っ
た
質
問
に
答
え
た
り
し
た
。
さ
ら
に
、
低

学
年
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
客
層
に
合
わ
せ
て
、
時

に
は
目
線
を
合
わ
せ
よ
う
と
身
を
か
が
め
て
活
動
し

て
い
た
。
館
内
が
混
雑
し
始
め
る
と
、
展
示
部
が
優

し
く
声
を
掛
け
て
い
た
。
手
応
え
を
つ
か
ん
だ
子
ど

も
た
ち
は
、
来
館
が
少
な
い
学
年
が
あ
る
こ
と
に
気

（
６
）「
秋
も
こ
の
音
！
地
域
に
響
け　

あ
お
ぞ
ら　

　
　

お
っ
こ
こ
市　

風
鈴
展
」（
10
月
―
地
②
）

　

平
成
25
年
度
は
、
風
鈴
及
び
風
鈴
の
木
を
駅
前

―
商
店
街
―
「
Ａ
Ｐ
Ｍ
秋
山
孝
ポ
ス
タ
ー
美
術
館

長
岡
」
―
「
お
っ
こ
こ
市
」
の
各
会
場
に
展
示
し
た
。

駅
前
商
店
街
に
近
い
会
場
、「
お
っ
こ
こ
市
」
の
中

心
会
場
、
上
組
小
学
校
に
近
い
会
場
の
３
か
所
に
、

風
鈴
の
木
を
設
置
し
た
。
駅
前
商
店
街
で
は
、
雁
木

10
か
所
に
も
風
鈴
を
吊
し
て
い
た
だ
い
た
。
企
画
展

の
実
現
の
た
め
に
は
、
関
係
各
位
の
了
承
が
不
可
欠

と
な
る
。
企
画
書
を
作
成
し
、町
内
会
長
や
商
店
街
、

「
お
っ
こ
こ
市
」
の
関
係
者
に
打
診
し
た
と
こ
ろ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
子
ど
も
た
ち
の
た
め
な
ら
と
快
諾
し
て

く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
、
一
日
限
り
と
は
い
え
、
土
曜

日
開
催
と
な
る
た
め
、
保
護
者
の
了
承
と
協
力
な
し

で
は
実
現
し
な
い
。
所
用
の
た
め
参
加
で
き
な
い
子

ど
も
も
い
た
が
、
60
名
以
上
の
参
加
が
あ
っ
た
。
保

護
者
に
は
可
能
な
限
り
、
搬
出
入
に
協
力
し
て
い
た

だ
い
た
。

　

地
域
で
の
企
画
展
は
初
め
て
で
あ
り
、「
お
っ
こ

【写真１】　活動する子ども学芸員

【写真２】　風鈴が木の実のように

付
く
と
、
自
主
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

な
お
、
期
間
は
個
別
懇
談
の
時
期
に
合
わ
せ
た
。

全
校
の
保
護
者
が
来
校
す
る
機
会
に
合
わ
せ
る
こ
と

で
、
多
く
の
来
館
者
を
無
理
な
く
募
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
た
。
送
風
機
で
風
鈴
が
鳴
る
よ
う
に
し
て

お
い
た
の
だ
が
、「
児
童
玄
関
を
入
る
と
す
ぐ
に
風

鈴
の
音
が
聞
こ
え
、
会
場
ま
で
足
を
運
ん
だ
」
と
い

う
保
護
者
の
声
が
複
数
届
い
た
。
果
た
し
て
、
期
間

中
に
８
０
０
名
以
上
の
来
館
者
を
数
え
た
。
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こ
市
」
を
目
指
し
て
い
ら
し
た
方
や
道
行
く
方
に
も

声
を
掛
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
緊
張
感
が
子
ど
も

た
ち
に
漂
っ
て
い
た
。
そ
れ
で
も
、
勇
気
を
出
し
て

声
を
掛
け
た
と
こ
ろ
、
足
を
止
め
て
説
明
を
聞
い
て

く
だ
さ
る
方
が
現
れ
た
。
風
鈴
に
は
校
内
企
画
展
Ⅰ

と
の
違
い
を
出
す
た
め
に
、
学
校
や
地
域
に
関
す
る

俳
句
を
書
い
た
短
冊
を
吊
し
て
お
い
た
。
子
ど
も
た

ち
自
身
が
作
者
で
あ
っ
た
た
め
、
突
然
問
わ
れ
た
こ

と
に
対
し
て
も
、
自
分
な
り
に
答
え
る
こ
と
が
で
き

た
。
何
度
か
そ
う
し
た
対
話
を
繰
り
返
す
内
に
、
子

ど
も
た
ち
の
緊
張
も
解
け
、
何
十
メ
ー
ト
ル
先
ま
で

響
く
ほ
ど
大
き
な
声
で
呼
び
掛
け
を
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。

（
７
）「
地
域
に
感
謝　

未
来
に
翔
（
は
）
ば
た
け　

　
　

秋
山
孝
ポ
ス
タ
ー
美
術
展
」

　
　
（
10
・
11
月
―
こ
②
）

　

校
内
の
芸
術
祭
で
は
絵
と
工
作
の
作
品
展
示
、
生

活
科
と
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
取
組
の
紹
介

【写真4】　軒先で揺れる風鈴

【写真3】　当日の子ども学芸員活動の様子

を
行
う
。
さ
ら
に
、第
６
学
年
は
「
こ
だ
ま
美
術
館
」

で
企
画
展
Ⅱ
も
行
う
。
１
年
間
で
最
も
多
く
の
来
館

者
が
見
込
め
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

第
６
学
年
は
図
工
「
わ
た
し
の
学
校
・
わ
た
し
の
ま

ち
～
表
し
方
を
工
夫
し
て
～
」
の
学
習
で
、
６
年
間

過
ご
し
た
校
舎
や
通
い
続
け
た
通
学
路
な
ど
、
心
に

残
る
場
所
や
場
面
を
絵
に
表
し
た
。
さ
ら
に
、
国
語

と
関
連
さ
せ
、「
随
筆
を
書
こ
う
～
わ
た
し
の
学
校
・

わ
た
し
の
ま
ち
～
」
の
学
習
で
は
、
学
校
や
地
域
に

つ
い
て
随
筆
を
書
き
、子
ど
も
た
ち
の
関
心
を
高
め
、

発
想
や
構
想
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
に
と
考
え
た
。

　
「
秋
山
孝
先
生
の
ポ
ス
タ
ー
を
、
も
っ
と
他
の
も

の
も
見
て
み
た
い
」「
秋
山
孝
先
生
の
他
の
ポ
ス
タ
ー

展
を
し
た
い
」
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
秋
山
孝
先
生

と
ポ
ス
タ
ー
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
芸
術
祭
で
の
校

内
企
画
展
Ⅱ
で
取
り
上
げ
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
か
打

診
し
た
と
こ
ろ
、
快
諾
を
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
は
可

能
で
あ
れ
ば
子
ど
も
た
ち
と
直
接
お
会
い
し
て
い
た

だ
け
る
と
の
お
話
が
あ
っ
た
。
子
ど
も
た
ち
に
も
快

諾
い
た
だ
い
た
旨
を
伝
え
、
ま
ず
は
「
Ａ
Ｐ
Ｍ
秋
山

孝
ポ
ス
タ
ー
美
術
館
長
岡
」
で
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て

き
た
企
画
展
な
ど
を
参
考
に
、
テ
ー
マ
を
考
え
た
。

半
年
間
の
取
組
を
振
り
返
る
と
、
子
ど
も
た
ち
か
ら

も
や
は
り
「
地
域
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
。
ま

た
、卒
業
ま
で
後
半
年
と
な
り
、「
未
来
」を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
取
り
上
げ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
こ
だ
ま
美
術

館
・
第
31
回
企
画
展
の
名
前
は
「
地
域
に
感
謝　

未

来
に
翔は

ば
た
け　

秋
山
孝
ポ
ス
タ
ー
美
術
展
」
に
決

ま
っ
た
。「
Ａ
Ｐ
Ｍ
秋
山
孝
ポ
ス
タ
ー
美
術
館
長
岡
」

の
方
々
に
「
こ
だ
ま
美
術
館
」
に
足
を
運
ん
で
い
た

だ
き
、
ど
の
作
品
を
何
点
展
示
す
る
の
か
を
話
し

合
っ
た
。
学
区
の
様
子
を
描
い
た
作
品
や
「
過
去
―

現
在
―
未
来
」
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
作
品
と
、
何

点
か
は
ぜ
ひ
取
り
上
げ
た
い
旨
を
伝
え
た
。
最
終
的

に
、「
地
域
」
関
係
、「
未
来
」
関
係
、
各
７
点
・
合

計
14
点
の
ポ
ス
タ
ー
を
展
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

役
割
分
担
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
希
望
を

尊
重
し
た
。
企
画
展
Ⅰ
と
異
な
る
部
を
希
望
し
た
子

ど
も
も
い
た
が
、
学
芸
部
を
含
め
て
、
前
回
と
同
じ

部
を
希
望
し
た
子
ど
も
も
い
た
。
そ
こ
で
、
前
回
の

体
験
を
踏
ま
え
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
し
合
い
な
が
ら
活

動
を
進
め
る
よ
う
に
促
し
た
。
子
ど
も
学
芸
員
は
、

自
分
が
担
当
し
た
い
作
品
を
１
点
決
め
る
よ
う
に
し

た
。
そ
し
て
、
子
ど
も
学
芸
員
と
し
て
説
明
す
る
内

容
を
原
稿
に
ま
と
め
る
際
に
、
あ
え
て
図
録
や
解
説

文
を
見
せ
ず
に
考
え
さ
せ
、
子
ど
も
か
ら
質
問
が

あ
っ
た
時
の
み
に
参
考
に
す
る
よ
う
に
し
た
。
何
よ

り
も
、子
ど
も
自
身
が
「
こ
の
作
品
を
担
当
し
た
い
」

と
願
っ
た
思
い
を
一
番
伝
え
て
ほ
し
い
と
考
え
た
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
驚
く
べ
き
こ
と
に
、
子
ど
も
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【写真5】校内の芸術祭当日の子ども学芸員活動

【写真6】　「こだま美術館」会場の様子

　

○ （
前
略
）
秋
山
孝
先
生
は
、
こ
の
地
域
の
宝
物

だ
か
ら
、
み
な
さ
ん
に
伝
え
た
く
て
描
か
れ

た
の
だ
と
、
僕
は
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
が
地
域
と
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

○ 

私
は
こ
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
、
こ
の
花
火
に

込
め
ら
れ
た
想
い
が
、「
も
う
戦
争
が
な
い
世

の
中
に
し
よ
う
」
で
、
真
ん
中
の
笑
顔
は
「
こ

の
世
か
ら
戦
争
が
な
く
な
っ
て
、
み
ん
な
笑

顔
に
」と
い
う
意
味
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、

縄
文
土
器
は
、
ま
さ
に
こ
の
長
岡
を
表
し
て

い
る
よ
う
に
、
私
に
は
思
え
ま
し
た
。

　

○ 

こ
の
作
品
は
、
骨
半
分
と
鳥
半
分
が
混
ざ
っ

て
い
て
、
空
を
飛
ん
で
い
ま
す
。
首
ま
で
骨

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
右
上
に
「
Ｈ
Ｅ

Ｌ
Ｐ
」
と
描
い
て
あ
り
ま
す
。
酸
性
雨
の
た

め
に
、
未
来
は
危
険
だ
と
い
う
こ
と
を
表
し

て
い
る
と
、
僕
は
思
い
ま
す
。

　

芸
術
祭
当
日
の
「
親
子
鑑
賞
タ
イ
ム
」
に
は
、
ご

家
族
や
地
域
の
方
々
も
多
数
来
館
さ
れ
た
。
各
部
の

子
ど
も
た
ち
は
、
企
画
展
Ⅰ
で
の
経
験
を
基
に
活
動

を
進
め
て
い
た
。
し
か
し
、
子
ど
も
学
芸
員
活
動
で

は
課
題
も
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
自

分
自
身
が
作
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
突
然
の
質
問

に
も
答
え
る
こ
と
が
で
き
て
い
た
。
し
か
し
、
秋
山

孝
先
生
の
作
品
に
つ
い
て
質
問
を
受
け
る
と
、
答
え

に
窮
し
て
し
ま
っ
た
り
、
質
問
と
噛
み
合
わ
な
か
っ

た
り
す
る
場
面
が
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
事
前
の
調

べ
活
動
を
充
実
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の
活
動
に
感
心
の
声
が

寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
合
計
来
館
者
数
は

１
０
０
０
名
を
超
え
、
近
年
稀
に
見
る
盛
況
と
な
っ
た
。

一
つ
の
作
品
に
対
し
て
、
説
明
す
る
子
ど
も
学
芸
員
が

毎
回
異
な
る
こ
と
を
知
る
と
、
何
度
も
見
に
来
て
子
ど

も
学
芸
員
の
解
説
に
耳
を
傾
け
て
く
だ
さ
る
方
が
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
来
年
度
を
見
据
え
て
来
館
す
る
、

第
５
学
年
の
子
ど
も
た
ち
も
多
か
っ
た
。

（
８
）「
小
学
生
美
術
館
大
学
」
開
催
（
10
月
―
地
③
）

　
「
こ
だ
ま
美
術
館
」
で
の
企
画
展
Ⅱ
の
初
日
に
、

秋
山
孝
先
生
の
発
案
で
「
小
学
生
美
術
館
大
学
」
を

開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
Ａ
Ｐ
Ｍ
秋
山
孝
ポ
ス

タ
ー
美
術
館
長
岡
」
を
会
場
に
、
秋
山
孝
先
生
と
直

接
語
り
合
っ
た
。
ス
ラ
イ
ド
を
介
し
て
、
企
画
展
Ⅱ

で
展
示
す
る
14
点
に
つ
い
て
、
秋
山
孝
先
生
は
子
ど

も
た
ち
の
声
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
く
だ
さ
っ

た
。
子
ど
も
た
ち
は
最
初
、
作
品
に
対
す
る
秋
山
孝

先
生
の
考
え
を
尋
ね
よ
う
と
質
問
し
た
。
秋
山
孝
先

生
は
必
ず
、
子
ど
も
た
ち
自
身
の
考
え
を
問
い
返
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
と
対
話
を
し
よ
う
と
な
さ
っ
た
。

担
当
も
こ
の
企
画
展
や
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

で
の
取
組
の
ね
ら
い
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
、
自
分
自

身
の
思
い
を
語
る
こ
と
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
。

た
ち
が
書
い
た
内
容
が
、
図
録
や
解
説
文
に
書
か
れ

て
い
る
内
容
と
重
な
る
点
も
多
か
っ
た
。
さ
ら
に
、

完
成
し
た
原
稿
を
抜
粋
し
て
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
を
作
成

し
、会
場
に
展
示
す
る
よ
う
に
も
し
た
。キ
ャ
プ
シ
ョ

ン
の
一
部
を
次
に
紹
介
す
る
。

（
９
）「
開
館
20
周
年
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」

　
　

子
ど
も
学
芸
員
活
動
（
１
月
―
新
③
）

　

こ
れ
も
前
年
度
ま
で
と
同
様
の
活
動
で
あ
る
が
、

ど
の
展
覧
会
で
子
ど
も
学
芸
員
活
動
を
行
う
か
、
新

潟
県
立
近
代
美
術
館
の
学
芸
員
の
方
と
何
度
も
話
し

合
っ
た
。
最
終
的
に
は
、「
秋
山
孝
先
生
以
外
に
も
、



50

長
岡
市
や
新
潟
県
に
は
ど
ん
な
画
家
が
い
る
の
か
を

調
べ
て
み
た
い
」「
絵
だ
け
で
な
く
、
立
体
の
ア
ー

ト
も
見
て
み
た
い
」
と
い
っ
た
子
ど
も
た
ち
の
意
見

を
反
映
さ
せ
た
。
同
時
に
、
保
護
者
に
も
送
迎
な
ど

参
加
協
力
を
呼
び
掛
け
た
。
平
日
よ
り
も
保
護
者
・

ご
家
族
の
方
々
の
来
館
者
が
見
込
め
る
と
、
土
曜
日

に
活
動
す
る
こ
と
に
し
た
た
め
で
あ
る
。
約
60
名

の
参
加
が
あ
り
、
例
年
の
倍
以
上
と
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
作
品
紹
介
の
た
め
の
事
前
学
習
を
行
っ

た
。
こ
れ
ま
で
学
芸
部
に
所
属
し
て
い
な
か
っ
た
子

ど
も
が
学
芸
員
活
動
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
と
、
学

芸
部
に
は
当
日
の
参
加
者
が
所
属
し
、
広
報
部
に
は

当
日
の
不
参
加
者
が
所
属
す
る
こ
と
と
し
た
。
学
芸

部
の
子
ど
も
は
「
こ
だ
ま
美
術
館
」
で
の
企
画
展
Ⅱ

同
様
、
自
分
が
担
当
し
た
い
作
品
を
１
点
決
め
る
よ

う
に
し
た
。
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
作
品
や
作
家
に

つ
い
て
資
料
を
基
に
調
べ
、
原
稿
を
ま
と
め
た
。
し

か
し
、
こ
こ
で
年
間
を
通
し
て
最
も
大
き
な
課
題
に

直
面
す
る
。
取
り
上
げ
る
作
品
や
作
家
、
そ
し
て
、

参
加
者
数
が
激
増
し
た
た
め
に
、
肝
心
の
事
前
学
習

が
表
面
的
な
も
の
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
は
「
ど
う
思
わ
れ
ま
す
か
？
」
と
、
対

話
型
鑑
賞
を
意
識
し
た
セ
リ
フ
を
入
れ
て
原
稿
を
ま

と
め
て
い
た
。
け
れ
ど
、
自
分
は
な
ぜ
そ
の
作
品
を

選
ん
だ
の
か
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
見
え
る
と
思
う
の

か
、
対
話
す
る
鑑
賞
者
に
訴
え
掛
け
る
自
分
の
思
い

を
欠
い
て
い
た
。
担
当
の
猛
省
に
尽
き
る
が
、
今
一

度
、
伝
え
る
べ
き
こ
と
を
見
直
す
よ
う
に
し
た
。
そ

の
際
に
、
学
習
プ
リ
ン
ト
に
は
次
の
よ
う
に
記
し
て

お
い
た
。

（
10
）「
あ
り
が
と
う
ア
ー
ト
～
わ
た
し
の
ま
ち
～
」

　
　
（
２
月
―
地
④
）

　

地
域
で
の
企
画
展
の
集
大
成
と
し
て
何
が
で
き
る

か
を
考
え
、「
あ
り
が
と
う
ア
ー
ト
～
わ
た
し
の
ま

ち
～
」
を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。「
Ａ
Ｐ
Ｍ
秋
山

孝
ポ
ス
タ
ー
美
術
館
長
岡
」
に
お
い
て
、
関
連
す
る

作
品
を
展
示
し
て
い
た
だ
い
た
。
校
内
の
芸
術
祭
で

展
示
し
た
作
品
の
中
か
ら
、
地
域
を
描
い
た
作
品
52

点
を「
わ
た
し
の
ま
ち
～
表
し
方
を
く
ふ
う
し
て
～
」

と
し
て
展
示
し
た
。
ま
た
、か
つ
て
の
「
風
鈴
の
木
」

を
「
感
謝
の
木
～
あ
り
が
と
う
ア
ー
ト
～
」
と
し
、

地
域
へ
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
た
短
冊
を
添

え
て
館
内
に
飾
っ
た
。
す
で
に
校
内
の
芸
術
祭
で
展

示
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
の
作
品
で
あ
っ
た
が
、「
Ａ

Ｐ
Ｍ
秋
山
孝
ポ
ス
タ
ー
美
術
館
長
岡
」
の
方
々
が
、

１
点
１
点
丁
寧
に
額
装
し
て
展
示
し
て
く
だ
さ
っ
た

お
か
げ
で
、
見
応
え
の
あ
る
も
の
に
な
っ
た
。
子
ど

も
た
ち
も
保
護
者
、
ご
家
族
の
方
々
も
、
細
部
ま
で

熱
心
に
見
入
っ
て
い
た
。

　
「『
伝
え
た
い
！
』と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
、

　
『
子
ど
も
学
芸
員
』
活
動
に
臨
も
う
」

　

○
考
え
る
… 

な
ぜ
、
そ
の
作
品
を
選
ん
だ
の
か
。

ど
う
し
て
、
そ
う
思
っ
た
の
か
。

　

○
見
る　

…
気
付
い
た
こ
と
（
形
・
色
・
思
い
な
ど
）

　

○
調
べ
る
…
分
か
っ
た
こ
と

　
　
　
　
　
（
資
料
・
本
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
）

　

子
ど
も
た
ち
は
、
当
日
直
前
ま
で
、
自
分
が
選
ん

だ
作
品
を
見
直
し
、
原
稿
の
修
正
を
行
っ
た
。
以
前

の
よ
う
に
質
問
を
受
け
て
答
え
に
窮
し
て
し
ま
わ
な

い
か
、
美
術
館
と
い
う
場
で
緊
張
感
に
負
け
ず
に
自

分
の
思
い
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う
不
安

を
抱
き
つ
つ
も
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
た
。
す
る

と
、
子
ど
も
た
ち
は
、
こ
れ
ま
で
の
ど
の
活
動
よ
り

も
、
自
分
の
思
い
を
語
り
出
し
た
の
で
あ
る
。
学
芸

員
の
方
々
の
助
言
に
よ
り
、
も
は
や
原
稿
に
形
式
的

な
や
り
と
り
の
セ
リ
フ
は
入
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ

れ
で
も
、
子
ど
も
た
ち
は
思
い
を
語
り
、
時
に
は
鑑

賞
者
の
思
い
を
聞
き
出
し
、「
な
る
ほ
ど
、
そ
ん
な

見
方
も
で
き
ま
す
ね
」
と
、
そ
の
時
々
で
言
葉
を
交

わ
し
て
い
た
。
子
ど
も
学
芸
員
の
一
人
は
、
次
の
よ

う
に
解
説
し
て
い
た
。

　

○ （
前
略
）
こ
の
絵
を
見
た
時
に
、
私
は
た
く

さ
ん
の
色
を
重
ね
て
い
て
、
美
し
い
と
思
い

ま
し
た
。
こ
の
絵
が
様
々
な
色
を
重
ね
て
い

る
の
は
、
モ
デ
ル
か
ら
感
じ
取
っ
た
も
の
や
、

こ
れ
ま
で
重
ね
て
き
た
人
生
を
色
に
表
し
て

い
る
か
ら
だ
と
私
は
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

の
絵
を
よ
く
見
る
と
、
色
だ
け
で
は
な
く
、

（
11
）「
あ
り
が
と
う
ア
ー
ト
～
わ
た
し
の
学
校
～
」

　
　
（
３
月
）

　

平
成
26
年
３
月
。
つ
い
に
卒
業
の
日
を
迎
え
た
。

卒
業
証
書
授
与
式
の
会
場
と
な
る
体
育
館
に
は
、
前

日
準
備
の
際
に
第
５
学
年
の
子
ど
も
た
ち
に
協
力
し

て
も
ら
い
、「
わ
た
し
の
学
校
～
表
し
方
を
工
夫
し

て
～
」で
学
校
を
描
い
た
42
点
を
展
示
し
て
お
い
た
。

実
は
様
々
な
物
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
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【写真7】　「ありがとうアート～わたしのまち～」

【写真8】　「ありがとうアート～わたしの学校～」

４　

終
わ
り
に
～
研
究
の
成
果
と
課
題
～

（
１
）
よ
り
主
体
的
に

　
　

～
学
校
そ
し
て
地
域
か
ら
未
来
へ
～

　

活
動
の
三
つ
の
柱
で
あ
る
、①
「
こ
だ
ま
美
術
館
」

で
の
企
画
展
②
地
域
で
の
企
画
展
③
新
潟
県
立
近

代
美
術
館
で
の
鑑
賞
活
動
、
そ
れ
ぞ
れ
で
繰
り
返
し

子
ど
も
学
芸
員
活
動
を
行
う
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は

主
体
的
に
取
り
組
む
態
度
を
身
に
付
け
て
い
っ
た
。

活
動
ご
と
に
、
ア
ン
ケ
ー
ト
や
時
に
は
お
礼
状
に
対

す
る
返
事
の
手
紙
が
届
く
な
ど
周
囲
か
ら
反
響
が
あ

り
、
自
信
を
も
っ
て
活
動
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
相
手

と
思
い
を
伝
え
合
う
楽
し
さ
を
体
験
を
通
し
て
学
ぶ

こ
と
が
で
き
た
。学
校
や
地
域
、作
品
や
関
わ
る
人
々

に
対
し
て
抱
い
た
思
い
を
、
今
後
も
大
切
に
し
て
ほ

し
い
。
課
題
に
直
面
し
た
時
に
も
試
行
錯
誤
し
乗
り

越
え
た
経
験
を
生
か
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
度
末
に
学
校
評
価
を
行
っ
た
。

「
新
聞
や
ポ
ス
タ
ー
、
レ
ポ
ー
ト
な
ど
で
自
分
の
学

び
を
紹
介
・
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
子
ど
も
の
増

加
」
と
い
う
評
価
項
目
に
関
わ
っ
て
、
全
校
の
子
ど

も
を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
前
期
74
％
か
ら

後
期
82
％
に
肯
定
的
評
価
が
向
上
し
た
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
も
感
謝
の
木
を
展
示
し
た
。「
あ

り
が
と
う
ア
ー
ト
Ⅰ
」
で
地
域
へ
の
感
謝
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
書
い
た
短
冊
が
、
実
は
両
面
に
な
っ
て
お

り
、
も
う
一
方
に
は
学
校
へ
の
感
謝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
書
い
て
お
い
た
の
で
あ
る
。

（
２
）
平
成
26
年
度
の
取
組

　　
①
長
岡
市
立
上
組
小
学
校
に
お
い
て

　

平
成
26
年
度
も
第
６
学
年
が
子
ど
も
学
芸
員
活
動

を
行
っ
て
い
た
。「
こ
だ
ま
美
術
館
」
で
の
企
画
展

【写真9】　文化祭のテーマパネル

Ⅱ
や
「
お
っ
こ
こ
市
」
で
の
企
画
展
と
可
能
な
限
り

で
実
際
に
鑑
賞
し
た
り
、
様
子
を
聞
い
た
り
し
た
。

す
る
と
、
平
成
26
年
度
の
担
当
か
ら
、
前
年
度
の
活

動
を
基
に
進
め
て
い
る
と
の
話
が
あ
っ
た
。
配
慮
し

た
こ
と
が
次
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
た
。

　

②
見
附
市
立
名
木
野
小
学
校
に
お
い
て

　

現
任
校
で
あ
る
見
附
市
立
名
木
野
小
学
校
に
お
い

て
、
校
内
の
文
化
祭
に
向
け
て
全
校
の
子
ど
も
と
職

員
の
参
加
を
募
り
、
テ
ー
マ
パ
ネ
ル
を
作
製
し
た
。

伝
統
と
な
っ
て
い
る「
草
薙
龍
」の
鱗
を
模
し
た
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
に
学
校
の
よ
い
と
こ
ろ
を
一
人
一
人

が
書
い
て
、
パ
ネ
ル
に
貼
る
よ
う
に
し
た
。
地
域
の

特
性
を
生
か
し
、
多
く
と
つ
な
が
り
ふ
れ
あ
う
活
動

に
、
こ
れ
か
ら
も
取
り
組
み
続
け
て
い
き
た
い
。


